
 

 

第 80 回 栃 木 県 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス  

感 染 症 対 策 本 部 会 議  

 

 

日時  令和４(2022)年４月８日（金）17：00～ 

場所  県庁舎本館８階 危機管理センター本部室 

 

次    第 

 

１ 開 会 

 

 

２ 議 題 

（１） 新型コロナウイルスの感染症患者の発生状況について 

（２） 今後の対応について 

（３） その他 

 

 

３ 閉 会 
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栃木県内新型コロナウイルス感染症に係る発生状況
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（件数）

栃木県（宇都宮市除く）
宇都宮市

件数（4月7日時点）
・発生件数 67,036件
・退院者数 60,774件

※グラフは判明日別の件数



栃木県内新型コロナウイルス感染症に係る検査件数
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(件数)

栃木県（宇都宮市除く）
県委託分
宇都宮市
市委託分

検査総件数
計 683,609件

（4月7日時点）

検査件数
栃木県 41,737
県委託 474,767
宇都宮市 29,048
市委託 138,057
合計 683,609



4月7日 現在値 22.3%
62.9%

4月7日 現在値 6.5%
47.8%

※受入病床数：313床(R2.9.16～) ､317床(R2.12.26～) ､ 333床(R3.1.8～) ､337床(R3.1.14～)､377床(R3.2.1～) ､409床(R3.3.5～)、448床(R3.6.1～)､461床(R3.8.20～)、477床(R3.9.9～)、502床(R3.9.28～)、533床(R3.11.30～)、538床(R4.1.4～)、590床(R4.1.20～)、619床(R4.2.4～)､638床(R4.2.7～)､649床
(R4.3.28～)､618床(R4.4.1～)
※利用病床数には、空港検疫・県外で確認された陽性者による病床利用を算入しています。

重症病床使用率 過去最大値（直近日） (令和3年8月23日)

※重症病床数：受入病床313床のうち41床(R2.9.16～)､受入病床317床のうち46床(R2.12.26～)､受入病床333床のうち46床(R3.1.8～) ､受入病床337床のうち46床(R3.1.14～)､受入病床377床のうち46床(R3.2.1～)､ 受入病床409床のうち46床(R3.3.5～)､受入病床448床のうち46床(R3.6.1～)､受入病床461床の
うち46床(R3.8.20～)、受入病床477床のうち46床(R3.9.9～)、受入病床502床のうち46床(R3.9.28～)、受入病床533床のうち46床(R3.11.30～)、受入病床538床のうち46床(R4.1.4～)、受入病床590床のうち46床(R4.1.20～)､受入病床619床のうち46床(R4.2.4～)､受入病床638床のうち46床(R4.2.7～)､受入病

床649床のうち46床(R4.3.28～)､受入病床618床のうち46床(R4.4.1～)

※利用病床数には、空港検疫・県外で確認された陽性者による病床利用を算入しています。

警戒度レベルの判断に使用する指標及び目安
医療提供体制等の負荷

病床使用率 過去最大値（直近日） (令和3年8月24日)
直近２週間の推移
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4月1日∼ 4月7日 48.1%
49.0% 2月18日)

人口10万人あたりの 4月1日∼ 4月7日 191.9人
新規感染者数（直近1週間） 302.6人 2月18日)

監 視 体 制

検査陽性率（直近1週間） 過去最大値（直近日） (令和4年2月12日  ∼

※陽性率は民間の検査結果により後日変動する。

感 染 の 状 況

過去最大値（直近日） (令和4年2月12日  ∼

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

レベル２

レベル３以上

レベル１以下
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

直近２週間の推移

0人

50人

100人

150人

200人

250人

300人

350人

レベル１以下

レベル３以上

レベル２

0人
25人
50人
75人

100人
125人
150人
175人
200人
225人
250人

直近２週間の推移



新規感染者数の直近１週間 4月1日∼ 4月7日 0.8
と先週１週間の比較 #N/A #N/A過去最大値（直近日） #N/A

感染拡大・縮小の判断
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4月7日 現在値
2.0%

※療養者数に対する入院者数の割合

（療養者数が人口10万人あたり10人以上の場合に適用のため、初めて超えたR2.12/10以降を表示）

4月7日 現在値 23人
91人

※入院者における中等症Ⅱのうち酸素投与者を計上

警戒度レベルの判断に使用するモニタリング指標

医療提供体制等の負荷

入院率          2.2%
過去最小値（直近日） (令和4年4月6日)

中等症者の推移 過去最大値（直近日） (令和3年8月26日)
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警戒度レベルの判断に使用するモニタリング指標

4月7日 現在値 324.0人
350.6人

4月1日∼ 4月7日 63.9%
85.7% 9月6日)

※令和2年6月27日以降

感 染 の 状 況

人口10万人あたりの全療養者数 過去最大値（直近日） (令和4年2月18日)

感染経路不明割合（直近1週間）
過去最大値（直近日)※ (令和2年8月31日  ∼

0人
50人

100人
150人
200人
250人
300人
350人
400人

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

0人
50人

100人
150人
200人
250人
300人
350人
400人

直近２週間の推移

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

直近２週間の推移



警戒度レベルの判断に使用するモニタリング指標
4月4日 現在値 446人 (※発症日から判明日まで平均３日程度のため、３日前を現在値とする）

645人

20代～30代の新規陽性者数 4月7日 現在値 19人 4月1日∼ 4月7日 31.1%
                                    及び割合 339人 (令和4年1月29日) 過去最大値 80.0% (令和3年11月4日)

 ※判明日ベース       ※割合は一週間合計における割合としている。

発症日別陽性者数 過去最大値（直近日） (令和4年2月14日)

過去最大値（直近日）

直近２週間の推移

直近２週間の推移
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警戒度レベルの判断に使用するモニタリング指標
宇都宮市・小山市の夜間の人流 4月4日

（21時の人流（前週との比較）） 宇都宮市 -20.2% 小山市 -8.3%

2022/4/3

 KDDI株式会社が提供する「KDDI Location Analyzer」(以
下「KLA」という。)にて、特定のエリア(88箇所)を対象に取
得する滞在者情報を元に栃木県が作成しています。当該情報
は、KLAにおける位置情報の利用に許諾したユーザー数をも
とに、全人口に対するユーザーの割合等を踏まえ、KLAにて

拡大推計した人数を利用しています。

直近２週間の推移
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小山市・日別 後方7日間移動平均
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市町別人口10万人あたり１週間新規感染者数
3月11日 ～3月17日 3月18日 ～3月24日 3月25日 ～3月31日 4月1日 ～4月7日
実数 対人口10万人 実数 対人口10万人 実数 対人口10万人 実数 対人口10万人

宇都宮市 1178 227.1 818 157.7 1010 194.7 1074 207.0
足利市 324 223.8 397 274.3 499 344.7 273 188.6
栃木市 307 197.4 280 180.0 367 235.9 307 197.4
佐野市 137 117.9 178 153.1 265 228.0 236 203.0
鹿沼市 116 123.4 131 139.3 263 279.7 154 163.8
日光市 115 148.1 235 302.6 265 341.2 147 189.3
小山市 386 231.6 448 268.8 597 358.2 445 267.0
真岡市 105 134.3 99 126.6 124 158.6 155 198.2
大田原市 110 152.6 70 97.1 130 180.3 126 174.8
矢板市 49 157.2 35 112.3 30 96.3 19 61.0
那須塩原市 180 156.2 133 115.4 199 172.7 193 167.5
さくら市 44 98.8 25 56.2 43 96.6 84 188.7
那須烏山市 29 116.6 27 108.5 53 213.1 24 96.5
下野市 78 131.1 108 181.5 96 161.3 86 144.5
上三川町 86 279.2 67 217.5 79 256.4 79 256.4
益子町 36 164.4 44 200.9 21 95.9 11 50.2
茂木町 4 33.6 8 67.3 3 25.2 4 33.6
市貝町 12 106.6 18 159.8 17 151.0 17 151.0
芳賀町 22 147.0 20 133.7 27 180.5 34 227.3
壬生町 70 177.3 63 159.6 90 228.0 59 149.5
野木町 69 277.0 36 144.5 35 140.5 33 132.5
塩谷町 22 212.5 15 144.9 7 67.6 4 38.6
高根沢町 56 191.6 34 116.3 40 136.9 39 133.4
那須町 110 459.2 35 146.1 30 125.2 20 83.5
那珂川町 8 52.6 12 78.9 10 65.7 8 52.6
県内市町村合計 3653 189.0 3336 172.6 4300 222.5 3631 187.8
県外等 77 111 111 79
県発表分総計 3730 193.0 3447 178.3 4411 228.2 3710 191.9

レベル0レベル1レベル2レベル3レベル4



※ステージはあくまで県の警戒度レベルの判断基準となる指標の「人口10万人あたりの新規感染者数」に当てはめた場合であり、

当該市町の警戒度レベルを示すものではありません。
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10歳未満
20.5%

10歳代
17.0%

20歳代
14.4%

30歳代
16.9%

40歳代
15.2%

50歳代
8.4%

60歳以上

7.6%

年代別新規感染者数割合（3/29～4/6）
【年代別新規感染者数割合（７日間合計）】
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【65歳以上】 【50歳代･40歳代】
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オミクロン株ＢＡ.２系統の確認状況
（コロナ陽性判明日ベース）

1/3～3/4 3/5～3/11 3/12～
3/18

3/19～
3/25

3/26～
４/1

ゲノム解析実施数
(a) ７４６ ６１ ５７ ５４ ３２

ＢＡ.2系統判明数
(b) ４４ １７ １６ ２３ ２１

ＢＡ.２系統割合
(b)/(a) ５.９％ ２７.９％ ２８.１％ ４２.６％ ６５.６％



警戒度レベル 備考

レベル４
避けたい
レベル

レベル３
対策を強化すべきレベル

レベル２
警戒を強化すべきレベル

レベル１
維持すべきレベル

レベル０
感染者ゼロレベル 現在値

(R4.4.7)
過去
最大値

緊急事態措置 まん延防止等重点措置
感染拡大期

感染収縮期

医療提供体制等
の負荷

病床の
ひっ迫具合

病床使用率(※1)

状況をみて
判断

５０％以上 ２０％以上 ２０％未満

新規感染者数
ゼロを維持

22.3% 62.9%
(R3.8.24)

重症病床使用率
(※1)

５０％以上 ２０％以上 ２０％未満 6.5% 47.8%
(R3.8.23)

監視体制 検査陽性率(直近1週間) １０％以上 ５％以上 ５％未満 48.1% 52.8%
(R4.2.12～2.18)

感染の状況
人口10万人あたりの新規感染者数
(直近1週間)

２５人以上
※実数：484人以上

１５人以上
※実数：290人以上

１５人未満
※実数：290人未満

191.9人 302.5人
(R4.2.12～2.18)

※1 最大確保数に対する割合
※2 第６波における最大値

感染拡大・収縮の判断
新規感染者数の直近１週間と

先週１週間の比較
0.8

4.7
(R4.1.11～
1.17※2)

警戒度レベルの判断に使用する主な指標及び目安
栃木県新型コロナ警戒度基準

病床使用率について
コロナ医療には通常以上の人員や医療資源が必要です。このため本県の医療提供体制においては、コロナ病床使用率が20％を超えると急性

期医療などコロナ以外の医療に大きな支障が生じかねず、更に50％を超えると医療全体が危機的な状況に陥っていると言えます。



警戒度レベル 県民・事業者 飲食店等 イベント
レベル４
避けたいレベル 緊急事態 外出自粛も含めたより強い要請 休業要請も含めたより強い要請 原則中止も含めたより強い要請

レベル３
対策を強化すべき

レベル

緊急事態

【県民】
・混雑や感染リスクが高い場所への外出・移動の自粛
・感染対策が徹底されていない飲食店等や休業要請・時短要
請に応じていない飲食店等の利用を厳に控える

・不要不急の帰省や旅行等、都道府県間の移動は極力控える
(対象者全員検査を受けた者を除く)

【事業者】
・出勤者数の削減目標を定め、テレワークの活用や休暇取得
の促進等の取組を推進

・時差出勤等の人との接触を低減する取組を強力に推進

酒類・カラオケ設備提供店に対し休業要請
（対象者全員検査の実施により収容率50%上限でカラオ
ケ設備提供可）

【認証店】20時までの時短・酒提供禁止・協力金あり
又は

21時までの時短・酒提供可・協力金あり
ともに対象者全員検査の実施により人数制限解除

感染状況により酒提供不可とすることもある
【非認証店】20時までの時短・酒提供禁止・5人未満

協力金あり

＜人数制限＞
【大声なし】
・感染防止安全計画策定 かつ対象者全員検査の
実施により収容定員まで
・感染防止安全計画策定のみの場合１万人まで
・計画未策定の場合５千人まで
【大声あり】
５千人又は収容率50％のいずれか小さい方
※開催時間については原則要請なし

まん延
防止等重点措置

措置区域に対し、
【認証店】21時までの時短・酒提供可・協力金あり

又は
時短要請なし・酒提供可・協力金なし

ともに ＶＴＰ等により人数制限解除
感染状況により酒提供不可とすることもある

【非認証店(認証店も選択可)】
20時までの時短・酒提供禁止・５人未満
協力金あり

＜人数制限＞
【大声なし】
・感染防止安全計画策定により収容定員まで
・計画未策定の場合５千人まで
【大声あり】
５千人又は収容率50％のいずれか小さい方

・イベント等の前後の活動における基本的な感
染対策の徹底や直行直帰の呼びかけ等を行う。レベル２

警戒を強化すべき
レベル

【県民】
・混雑や感染リスクが高い場所への外出・移動の自粛
・感染対策が徹底されていない飲食店等の利用を自粛
・時短要請した時間以降、飲食店にみだりに出入りしない
・不要不急の都道府県間の移動、特に緊急事態措置区域との
往来は極力控え(ＶＴＰ等適用者を除く)、移動先での感染
リスクの高い行動を控える。

【事業者】
・テレワ-ク活用や休暇取得促進等により出勤者数削減を推進
・時差出勤等の人との接触を低減する取組を強力に推進

感染
拡大期

感染
収縮期

【県民】
・都道府県間の移動に際しては、基本的な感染防止対策を徹
底し、移動先での感染リスクの高い行動を控える。

・緊急事態措置区域及び重点措置区域への不要不急の移動は
極力控える（ＶＴＰ等適用者を除く）

【事業者】
・テレワーク等人との接触低減に取り組む

「感染拡大期」
感染拡大地域に対し、
【認証店】時短要請なし・酒提供可・協力金なし

ＶＴＰ等により人数制限解除
【非認証店】20時までの時短・酒提供可・５人未満

協力金あり
感染状況により酒提供不可とすることもある

＜人数制限＞
【大声なし】
・感染防止安全計画策定により収容定員まで
・計画未策定の場合は５千人又は収容率50％の
いずれか大きい方

【大声あり】
収容率50％

・イベント等の前後の活動における基本的な感
染対策の徹底や直行直帰の呼びかけ等を行う。

レベル１
維持すべきレベル

【県民】
・基本的な感染対策の徹底（「３密」の回避、「新しい生活様
式」の実践）

・とちまる安心認証店の利用推進
【事業者】
・人との接触機会を低減する取組の継続・実施
・感染拡大防止のための適切な取組の実施（ガイドラインの
徹底、会話する＝マスクする、居場所の切り替わりへの注意）
・「新型コロナ感染防止対策取組宣言」の実施
感染不安の無症状者は検査を受けること(感染状況により要請)

飲食を提供する方は、
・パーティション(アクリル板等）の適切な設置
又は座席間隔（１ｍ以上）の確保

・手指消毒の徹底
・食事中以外のマスク着用の推奨
・換気の徹底
に取り組むこと

レベル０
感染者ゼロレベル

警戒度レベルに応じた措置・要請（想定）

ＶＴＰ等＝ワクチン・検査パッケージ/対象者全員検査
※ＶＴＰ等及び対象者全員検査による緩和は感染状況により
中止することがある

■県民・事業者等に対し、下記内容を踏まえ、
感染状況の特徴に応じた必要な措置・要請を行う。R4.3.17

本取り扱いについては要請を行う際に整理



警戒度モニタリング状況等について 

 

１ 警戒度判断の主な指標（令和４(2022)年４月７日現在） 

指 標 現在値 レベル 

医療提供体

制の負荷 

病床のひ

っ迫具合 

病床使用率 22.3％ レベル２ 

重症病床使用率 6.5％ レベル１以下 

監視体制 検査陽性率（直近１週間） 48.1％ レベル３以上 

感染の状況 
人口 10万人あたりの新規感染者

数（直近１週間） 
191.9 人 レベル３以上 

新規感染者数の直近１週間と先週１週間の比

較 
0.8 縮小傾向 

 （医療提供体制の負荷） 

・ 病床使用率は緩やかに減少し直近では 20％程度まで減少しており、重症病床使用率も低い状態

が継続している。 

 （監視体制） 

・ 検査陽性率は継続して高い水準にある。 

 （感染の状況等） 

・ 今週先週比は３月末以降１を上回る日が多く見られており、人口 10 万人あたりの新規感染者数

も増加傾向となり、直近では 200 人程度で推移している。 

 

２ モニタリング指標（令和４(2022)年４月７日現在） 

指 標 現在値 特記すべき事項 

入院率 2.2％ 
低い状態が継続しており、現状では５％を下回り

推移している。 

中等症者数（酸素投与の

み集計） 
23 人 増減はあるものの、減少傾向にある。 

人口 10 万人あたりの全

療養者数（直近１週間） 
324.0 人 新規感染者数の増加傾向に伴い増加傾向にある。 

感染経路不明割合 63.9％ 
引き続き高止まりしており、６割程度で推移して

いる。 

発症日別陽性者数 446 人 
新規感染者数の増加に伴い発症日と判明日のずれ

が生じている。 

20～30 代の新規陽性者

割合 
31.1％ 

20～30 代の新規陽性者割合は、増減はあるものの

３割程度で推移している。 

中心部の夜間の人流（前

週との比較） 

宇都宮  △20.2％ 

小山    △8.3％ 
増減はあるものの、直近では増加傾向にある。 

病床使用数予測 
3 週間後 57.7％ 

4 週間後 49.3％ 

(オミクロン株の特性等が反映されておらず参考

指標として扱う) 

 

 

 

 



３ オミクロン株ＢＡ.２系統の確認状況(コロナ陽性判明日ベース) 

 1/3～3/4 3/5～3/11 3/12～3/18 3/19～3/25 3/26～4/1 

ゲノム解析実施数(a) 746 61 57 54 32 

ＢＡ.２判明数(b) 44 17 16 23 21 

ＢＡ.２割合(b)/(a) 5.9% 27.9% 28.1% 42.6% 65.6% 

 

４ 国内の発生動向 

  全国の新規感染者数は、直近の１週間では 10 万人あたり約 259 で、今週先週比が 1.08 と増加傾

向となっており、今後の動向に注意が必要。また、年代別の新規感染者数は全ての年代で増加傾向

に転じており、特に 10－20 代の増加が顕著。 

  全国の新規感染者数の増加に伴い、療養者数も増加傾向に転じている。一方、これまでの新規感

染者数減少の動きに伴い、重症者数及び死亡者数は減少が継続している。 

  新規感染者における 20 代の割合の増加傾向が見られる。また、感染場所として、20 代では飲食

店の割合が約７％と増加傾向にある（全年齢では約２％）。高齢者では、介護福祉施設や医療機関に

おける感染が継続している。 

  これまでの感染拡大では若年層中心の流行から高齢者へと波及していく傾向が見られた。現在、

高齢者の３回目接種が進んでいるが、今後の流行状況には注意が必要。 

  現在の感染者数増加には接触機会の増加と、ＢＡ.２系統への置き換わりが強く影響していると考

えられる。 

   【第 79 回新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボード（令和４年４月６日）資料より】 

 

５ 近隣都県の感染状況 

  直近１週間の陽性者数（～４/６ 対人口 10万人（前週比）） 

栃木県 福島県 茨城県 群馬県 埼玉県 東京都 

228.9(1.06) 196.7(1.26) 304.7(1.09) 198.6(0.97) 329.0(0.95) 366.6(0.97) 

   【厚生労働省ＨＰ「データからわかる－新型コロナウイルス感染症情報－」より栃木県作成】 

 

６ 評価 

・ 本県の新規感染者数は、より感染力が強いと言われているオミクロン株の亜種であるＢＡ.２系

統への置き換わりが進んでいること等から、新規感染者数は今週先週比が１を上回る日が多く見

られるなど感染再拡大の動きも見られている。 

・ 一方、病床使用率は本年１月前半に本県の警戒度レベルを２に引き上げた当時の水準（２割程度）

にまで減少しており、重症病床使用率も低い水準（6.5％・３名）が継続し、中等症者数も減少傾

向にあるなど、医療提供体制への負荷は落ち着きを見せつつある。 

・ また、重症化リスクの高い 65 歳以上高齢者のワクチン３回目接種率は 85％を超え、希望者への

接種が概ね完了したこと等を総合的に勘案し、警戒度はレベル２（警戒を強化すべきレベル）を

維持した上、医療提供体制のひっ迫状況を注視しつつ、引き続き、感染再拡大防止に向けた取組

を進める。 

・ 特に、新規感染者数を年代別に見ると、40 歳代以下が８割を超える一方、ワクチン３回目接種率

は２割に留まっていることから、感染拡大や重症化を防ぐため、ワクチン３回目接種促進に向け

た対策を講じる。 



• ＢＡ.２系統への置き換わりが進んでいること等から、新規感染
者数は感染再拡大の動きも見られている

• 一方、病床使用率は１月前半に本県の警戒度レベルを２に引き
上げた当時の水準まで減少しており、重症病床使用率も低い水
準が継続

• 重症化リスクの高い65歳以上高齢者のワクチン３回目接種率は
85％を超え、希望者の接種が概ね完了

警戒度はレベル２（警戒を強化すべきレベル）を維持
▷医療提供体制のひっ迫状況を注視しつつ、感染再拡大防止に
向けた取組を継続する



県民に対する協力要請①（特措法第24条第９項）

【感染リスクの低減を図る取組】
基本的な感染対策の徹底の継続
ワクチン接種者含め、「マスク着用」・「会話する＝マスクする」・「手洗い」・「ゼロ密」・「換気」等の実践
外食の際は、とちまる安心認証店など、感染対策が徹底された飲食店を利用し、感染対策が徹底
されていない飲食店等の利用を避ける
症状等がある場合などには、保健所等による濃厚接触者の特定等を待つことなく、出勤、登校等の
自粛を含めた感染対策を自主的に講じる

人との接触機会の低減
混雑した場所や感染リスクが高い場所への外出・移動の自粛
同一テーブルでの会食は４人以内(※)
会食は２時間以内とする

警戒度レベル２における対応
① 区域 栃木県全域
② 期間 令和４(2022)年４月11日(月)～
③ 実施内容

感染拡大防止と社会経済活動の両立を図るため、以下のとおり協力を要請

※ワクチン・検査パッケージ/対象者全員検査による緩和は当面の間行わない



事業者に対する働きかけ
• テレワーク、時差出勤、自転車通勤等、人との接触機会を低減する取組の継続・実施
• 感染拡大防止のための適切な取組の実施
• 基本的な感染対策の徹底

手洗い・手指消毒、せきエチケット、職員同士の距離確保、事業場の換気励行、複数人が触る箇所の消毒、
発熱等の症状が見られる従業員の出勤自粛、出張による従業員の移動を減らすためのテレビ会議の活用、
昼休みの時差取得、社員寮等の集団生活の場での対策
「会話する＝マスクする」運動への参加
「居場所の切り替わり」（休憩室・更衣室・喫煙室等）への注意

• 業種ごとの感染拡大予防ガイドラインの徹底
• 重症化リスクのある労働者（高齢者、基礎疾患を有する者等）、妊娠している労働者及びそうした
者が同居家族にいる者に対して、本人の申出に基づく在宅勤務（テレワーク）や時差出勤等の配慮

• 「新型コロナ感染防止対策取組宣言」の実施
• 事業継続計画(ＢＣＰ)の点検・見直し及び策定

県民に対する協力要請②（特措法第24条第９項）

【慎重な移動】
県内・県外問わず、移動に際しては特に基本的な感染対策を徹底
移動先での感染リスクの高い行動を控える



【人数上限等】

※１収容定員が設定されていない場合は、人と人とが触れ合わない程度の間隔を確保すること
※２収容定員が設定されていない場合は、十分な人と人との間隔（できるだけ２ｍ、最低１ｍ）を確保すること。間隔の維持が困難な場合は、

開催について慎重に判断すること
※３「観客等が、通常よりも大きな声量で、反復・継続的に声を発すること」を大声と定義する。

収容率 人数上限

チェックリスト作成
のみ

大声なし※3 100％以内※１ 5,000人又は収容定員50％の
いずれか大きい方大声あり※3 50％以内※2

「感染防止安全計画」策定・実施 100％以内
「大声なし」の担保が前提 収容定員まで

○収容率又は人数上限のいずれか小さい方を限度とする。

●イベントの開催に関する協力要請

【開催に必要な要件】
① 全てのイベントにおいて「イベント開催時における必要な感染防止策」を主催者が徹底すること。
参加者もそれを十分理解するとともに、イベント前後の活動においても基本的な感染対策を徹底し、また、直行直帰をすること

② イベントごとに「チェックリスト」または「感染防止安全計画」を作成すること
・5,000人超かつ収容率50％超のイベントについては「感染防止安全計画」を策定し、県所管課による確認を受けること
・それ以外のイベントについては「チェックリスト」を作成し、ＨＰ等で公表すること（終了後１年間保管）

③ 下記の人数上限等に沿った規模とすること

【特措法第24条第９項】



県立学校での対応
〇感染防止対策を徹底し、教育活動（部活動を含む。）を
実施する。なお、感染リスクの高い教育活動は控える。

〇特に、部活動に付随する場面（飲食、更衣、移動、宿泊
等）での感染防止対策を徹底する。

〇児童生徒及び保護者に対して、ワクチン接種に関する情
報の周知に努める。

※市町立学校では、引き続き感染防止対策の徹底と、ワクチン接種に
関する情報の周知に努めていただきたい。



ワクチン接種促進策

ワクチン接種促進策について

○３回目接種については、65歳以上の高齢者は概ね完了したが、県全体の接種率は約４割となっており、特に
50歳未満の接種率が低い傾向

課 題

２

１

①ワクチン接種の有効性等に関する広報
・知事、県医師会長による啓発動画の配信 ▶動画配信：4/8（金）から

年代 12～19歳 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60～64歳 65歳以上 対象者全体
（12歳以上）

３回目接種率 4.76％ 20.05％ 19.46％ 24.40％ 40.27％ 61.59％ 85.47％ 46.07％

②若年層に対する接種促進
・学校に対しワクチン接種にかかる啓発の協力を依頼
・会社でまとめて予約の対象を、大学、専門学校等に拡大して実施 ▶受付開始： 4/9（土）から
・接種希望者が多い大学等は巡回接種を実施 ▶実施時期は調整中

③県営会場において１・２回目接種を実施▶受付開始：健康の森は 4/9（土）から（他会場は調整中）
・ 12歳以上で新たに１・２回目接種を希望する方を対象に、モデルナ社ワクチンを使用した接種を
実施 ▶健康の森については毎週土曜日13～16時（他会場は調整中）

○４月から３回目接種の対象となる方がピークを迎えることから、更なるワクチン接種促進策を講じる必要が
ある

※令和４年４月５日時点



無料の検査について（概要）

・発熱などの症状がある方は、医療機関を受診してください。
・無料検査で陽性となったときは、必ず医療機関を受診し、医師の診断を受けてください。

①ワクチン・検査パッケージ等を利用するための検査

・ワクチン３回目接種未了者
・ワクチン３回目接種済みであるが、対象者全員検査等及び高

齢者や基礎疾患を有する者等との接触を伴う活動に際して検
査結果を求められた場合

※いずれも、無症状者のみ

県の登録を受けた検査拠点(薬局等(※))において、原則対面で実施

無料となる対象者

抗原定性検査（簡易キット検査）
※ＰＣＲ検査等を利用する場合を、10歳未満の受検、高齢者・基礎疾患を有す

る者等との接触を予定している場合に限定

検査の種類

R４.６.30まで（延長済み）
無料の期間

検査の方法

知事からの要請により、検査を受検する住民の方(ワクチン接種者含む)
※無症状者のみ

PCR検査等・抗原定性検査（簡易キット検査）
※ 検査拠点により異なります

検査の種類

知事が要請する期間
R４.４.30まで（今回延長）

無料の期間

②感染拡大傾向時等の検査

検査の方法

○検査拠点は県ＨＰに掲載（ R4.4.1時点 172箇所）

検査の目的

社会経済活動を行うにあたり、ワクチン接種歴や陰性の検査
結果を確認する地方公共団体や民間事業者等による取組のため
に必要な検査

検査の目的
知事が、特措法第24条第９項等に基づき、「不安を感じる無症状

者は、検査を受ける」ことを要請し、それに応じていただくことに
より陽性者の早期発見・早期治療につなげるための検査
無料となる対象者

県の登録を受けた検査拠点(薬局等(※))において、原則対面で実施

＜注意事項＞



ワクチン接種歴や検査結果を活用する取組の推奨
感染リスクを下げつつ、社会経済活動を継続するためには、ワクチン接種や陰性の検査結

果を活用していくことが必要。
「地方自治体及び民間事業者等によるワクチン接種歴や検査結果確認の取組について（周知・推奨依頼）」
（令和４年４月７日付内閣官房新型コロナウイルス等感染症対策推進室発事務連絡）

若者を含めワクチン３回目接種をさらに促進するとともに、安全・安心を高めながら社会経済活動を回復・継続す
るために、日常生活の様々な場面・場所において、ワクチン接種歴や検査結果を確認する取組を一層進めていく必要

イベント、旅行等の活動に際して、ワクチン接種歴や陰性の検査
結果を活用する取組を県民・事業者の皆様に推奨

【活動の例】
• 不特定多数が集まるイベント、結婚式
• 県またぎの旅行・帰省
• 高齢者施設等での面会 等
※「ワクチン・検査パッケージ等を利用するための検査」の利用が可能



臨時の医療施設について

臨時施設名 病床数 開設日 稼働状況（R4.4.1-）
１ 県央 33 R4.1.20 ・施設の効率的運営

・医療人材の集約
▶ 24時間体制での患者受入れ

2 県南第二 19 R4.2.7
3 安足第一 19 R4.1.20
4 県南第一 10 R4.2.2

休止中
５ 安足第二 19 R4.2.4

3%

13%

32%36%

14%

2%

20歳未満
20-30歳代
40-50歳代
60-70歳代
80歳以上
不明

65%

20%

4% 11%
ゼビュディ®
（ソトロビマブ）
ラゲブリオ®
（モルヌピラビル）
補液

健康観察等

受入れ実績（R4.1.20-3.31） 502名（入院379名、外来123名）受入れ実績（R4.1.20-3.31） 502名（入院379名、外来123名）

年代 治療 高齢者、障害者等介護・ケ
アを要する患者の受入れ体制
の強化

・一部の施設におけるバリ
アフリー化（改修・移転等）
・医療介護スタッフの充実

今後の取組の方向性今後の取組の方向性



令和４年度における宿泊療養施設の体制について

施設名 療養可能室数 開設日 備考
１ 県央第一 ９７ R２.５.５
２ 県央第二 ２３５ R３.２.６
３ 県央第三 １４７ R３.９.１７
４ 県央第四 １４０ R４.２.２８
５ 県南第一 ７４ R３.１.１５
６ 県南第二 １１２ R３.９.１６
７ 県南第三 １１４ R４.２.１５
８ 県北第二 ７１ R４.２.１０
９ （県央施設） ６０ － 感染拡大時に開設する旨の協定締結

合計 １,０５０
県北第一 ６０→０ R３.２.４ R4.3.31をもって閉鎖



１ 販売及び利用期間 ４月11日(月)～28日(木)

２ 割引対象 栃木県及び関東ブロック(※)在住者の県内宿泊
または日帰り旅行

３ 利用条件 ワクチン３回接種済または検査結果が陰性

４ 販売方法 旅行会社、宿泊予約サイト、宿泊施設(直接＋専用サイト登録）

社会経済活動の回復に向けた需要喚起策

※ 茨城県、群馬県、埼玉県、千葉県、神奈川県、山梨県

下線部は今回からの取扱変更点

１ 販売期間 ４月11日(月)～24日(日)

２ 利用期限 ５月22日(日)
※詳しくは、各ホームページでご確認いただくか、コールセンターまでお問い合わせください。

県民一家族一旅行 ：０２８－６１４－７２０７
ＧｏＴｏＥａｔ（購入者向け）：０２８－３４１－１６４７

◆「県民一家族一旅行」の再開

◆「ＧｏＴｏＥａｔキャンペーン栃木食事券」の新規販売再開


